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以下は科学技術専門家ネットワークにおける専門調査
員の投稿 (9月号は2002年8月3日より 2002年9月6日
まで)を中心に「科学技術トピックス」としてまとめた
ものです。センターにおいて、関連する複数の投稿をま
とめ、また必要な情報を付加する等独自に編集するため、
原則として投稿者の氏名は掲載いたしません。ただし、
投稿をそのまま掲載する場合は、投稿者のご了解を得て、
記名により掲載しています。
ライフサイエンス分野
回医学領域での
トランスレーショナル
.リサーチとは?
ぐには治療に結びつかないヒトの
病気に関する研究助成であるのか
に疑問を呈したのち、何をもって
トランスレーショナル・リサーチ
とするかを議論している。
記事では、 DanaFarber癌セン
ターのLeeNadler博士の「トラン
スレーショナル・リサーチとは基
礎研究の成果を臨床の場に応用
し、患者でその治療効果を検定す
ることであるjという言葉を引き、
実際に臨床の場において具体的な
治療目標を設定することとそれに
対する達成度の検定ができること
と述べている。実際に今回の
Howard Hughes財団の助成受賞
者にはこのGleevecの開発に関わ
った 2人の研究者が含まれてお
り、そのうちの 1人の今回助成の
対象となった研究も、また、がん
のシグナル伝達に関わる蛋白質の
一つを標的と して開発した薬物の
効果を臨床の場で確かめるという
ものであると、述べている。この
記事は最後に、このような臨床の
場での治療目標の設定には、基礎
科学者、臨床医、統計専門家、リ
サーチ・ナース、データ管理者な
我が国でも、医学領域でトラン
スレーショナル・リサーチという
言葉がここ俄に喧伝されるように
なり、各省による助成も始まって
いる。し治、し、 トランスレーショ
ナル・リサーチが具体的に何を意
味するかは極めて暖昧で、政策担
当者を含む各自の主観的な判断に
任されているようである。米国で
もこの点については混乱カ宝あるよ
うで、 7月号の NatureMedicine誌
に“Whatis translational research?" 
という記事が掲載されている
がトランスレーショナル・リサー どのチームワークが必須であるこ
チとして大事であると述べてい とを述べて、締めくくっている。
る。例として、 Novartisが最近開 以上、この記事は基礎研究から
発した慢性骨髄性白血病の特異的 でてきた化学物質を臨床の場で評
(Nature Medicine， 8:647， 2002)。 治療薬である Gleevecという薬に
ここでは、この記事の内容を紹介 ついて触れている。これは慢性骨
し、今後の議論の一助としたし、。 髄性白血病に特徴的に見られる
この記事は最近HowardHugh- BCR-ABLという分子の阻害薬で
es財団が米国で、トランスレーショ あるが、わずか 3週間でFDAの
ナル・リサーチを遂行する人12 認可をうけ、一躍有名になったも
人を選んでグラントを与えたとい のである。この記事では、この薬
うことを契機に、同誌の senior
editorのKarenBirminghamが米国
の事情を取材して書いたものであ
る。記事は、これらが実際に基礎
医学の研究成果を患者の治療に実
際に応用するものであるのか、そ
れとも、 HowardHughes財団が
これまで推進してきたと同様、す
物はNovartisがサポートしたもの
の、開発から臨床応用まで全て研
究者主導で行われたと述べてお
り、このように明確な標的に対す
る薬物を開発して、その標的に対
する回害効果を臨床の場で評価し
たことこそトランスレーショナ
ル・リサーチにふさわしいものだ
価する研究こそトランスレーショ
ナル・リサーチとしてふさわしい
ことを強調しており、その例とし
て研究者主導による薬物の小規模
臨床治験を挙げている。
私が今回この記事を取り上げた
のには、いくつかの理由がある。
1つ目の理由は、基礎科学予算と
技術開発予算を意識的に区別して
投資することが大事と考えるから
である。残念ながら、我が国には、
科学研究と技術開発を一緒にし
て、同じようなテーマに両方の名
目で投資してきた歴史がある。こ
れは、本来、個々人の自由な発想
Sc山
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に基づく基礎研究の進展にとって リサーチの大きな目的と考えられ 立衛生研究所 (NationalInstitutes 
も、また、その成果を応用に移す ている。我が固においてもこのよ of Health)では5年間で約44億円
技術開発にとっても悪い影響を与 うな研究を推進することは、研究 の予算をかけて糖鎖研究のプロジ
えてきた。トランスレーショナ 者の発想を生かし、大学病院の目 ェクトを始めている。わが国にお
ル・リサーチをその点を考え直す 的である患者さんのための新しい いても平成14年1月の総合科学技
契機としたい。すなわち、今後は、 医療の創造に寄与するとともに、 術会議の月例科学技術報告に 「ポ
トランスレーショナル ・リサーチ 我が国の製薬企業の競争力の育成 ストゲノムでにわかに注目される
というからには、基礎科学に根ざ にも役立つものと思われる。 糖鎖研究」と記載され、約300個
すのは勿論であるが、申請時点で (京都大学大学院医学研究科 あると予想されるヒト糖鎖関連遺
臨床での評価計画を含むようなも 成宮周氏) 伝子のうち、これまでに発見され
の、あるいは応用への道のりが明ら た約110個の遺伝子の50%は日本
かなものを優先すべきではないか? 固大阪大学に我が国初の 人の手によるものであることが明
2つ目の理由は、上記のように、 糖鎖治療学寄付講座を らかにされた。
米国では、研究者主導の薬物開発 開設 本糖鎖治療学(タカラバイオ)
が公的に認知され有効に機能して 講座では、以下の研究を推進する
いるのに対し、我が国ではこの点
についての認i載が低;いことであ
る。薬物は巨額の投資によって開
発され、製薬企業は最も有望と考
えた疾患を対象に臨床治験を実施
するが、これが必ずしも成功する
とは限らない。有望とみられた多
くの薬物が往々にして一度だけの
大規模治験の結果で開発断念に追
い込まれるが、その中には対象疾
患の変更、対象集団の絞り込みに
よって大きな応用の可能性が存在
するものも多い。(一例として最
近 Science誌は、 matrixmetallo-
protease阻害薬の開発を論じてい
る:Science 295: 2387-2392， 20020) 
すなわち、これは、その薬物の臨
床効果についての治療目標の設定
の失敗に起因する。
今回の記事にあるように、米国
では、研究者主導による治療目標
の設定がトランスレーショナル ・
①糖鎖遺伝子
大阪大学大学院医学系研究科 予定としている。
は、タカラバイオ株式会社 (社
長:加藤郁之進氏)の寄附を受け
て、糖鎖治療学(タカラバイオ)
寄附講座を設置した。設置期間は
平成14年9月から平成17年8月の
3年間で、客員教授には同社・元
主任研究員の近藤昭宏博士が就任
した。この講座の設置により、同
社の細胞治療や遺伝子治療の関連
技術と、糖鎖遺伝子①を組み合わ
せた糖鎖不全②に由来する疾患の
治療に関する研究プロジェクト
を、大阪大学大学院のいくつかの
グループと共同して推進する。
近年のゲノム研究の飛躍的な進
歩に伴い、ポストゲノム分野の研
究に世界各国がしのぎを削ってい
る中、糖鎖研究の分野が最も注目
を集めるテーマの1つとなってお
り、糖鎖遺伝子を利用した創薬や
治療が脚光を浴びている。米国国
周言書観閲
1 )複合糖質の糖鎖構造の解明
2)糖鎖構造の改変による生理
活性物質の機能高度化
3 )糖鎖遺伝子の機能解明
4)糖鎖遺伝子 ウイルスベク
タ一系の開発
5)糖鎖遺伝子の発現制御によ
る病気の治療への応用
この糖鎖治療学(タカラバイオ)
講座の設置により、大阪大学の特
に糖鎖工学分野における国際的優
位性と同社独自の研究成果を有機
的に統合し、糖鎖および糖鎖遺伝
子を利用した病気に対する新たな
診断 ・治療へのアプローチを行
い、効果的に産学連携の共同研究
を推進できると考えている。
(大阪大学大学院医学系研究科
谷口直之氏)
糖を分解する酵素の遺伝子、特異的な糖鎖構造を認識し結合する蛋白質の総
称であるレクチンの遺伝子や、糖タンパク質の糖鎖の合成に関与する糖転移酵
素の遺伝子の総称。
②糖鎖不全
遺伝的な染色体の異常や、細胞の癌化等により、 糖鎖構造が変化すること。
例えば、 N型糖鎖の欠損による生化学的な影響としては、糖タンパク質性ホル
モンの機能喪失、各種受容体の細胞表面への発現不全、分泌性糖タンパク質の
分泌不全などがある。
情報通信分野
田第15回国際真空マイ
クロエレクトロニクス
会議報告
7月7日から 11日まで、フラン
スのLyonで第15回国際真空マイ
クロエレクトロニクス会議が開催
された。この会議は微小冷陰極①
(フィールドエミッタ)を用いた
フラットパネルディスプレイ
(FED②:電界放出ディスプレイ)
や新デバイスに関する国際会議で
ある。特に FEDは、自発光型の
平面ディスプレイとして、画質、
応答速度、視野角、消費電力等で
PDP、液品、有機EL等の他のデ
ィスプレイを凌ぐ可能性があり、
約35インチ以上のテレビ用ディ
周言書説明
①冷陰極 (フィー ルドエミッタ)
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真空中で金属などに電圧をかけると、陰極から電子がトンネル効果によって
放出される、電界放出と呼ばれる現象が起きる。陰極を加熱して電子を放出さ
せる熱陰極 (真空管などで使われる)に対して、 電界放出を利用した電子源を
冷陰極と呼ぶ。電界放出には、陰極が鋭くとがっているほど低電圧で起こると
いう特徴がある。高分解能電子顕微鏡の電子銃などに用いられている。
②FED (電界放出テεイスプレイ)
微小冷陰極を用いた、自発光型平面ディスプレイの一種。各画素は、 陰極、
蛍光体を塗った陽極、電子を引き出すためのゲート電極で構成される。各陰極
からの電子放出を制御し、電子を蛍光体にぶつけて発光させ、画像を表示する。
原理的に、液晶に比べて応答速度と視野角で、 PDPに比べて消費電力で優れて
いるといわれる。また、 PDPと同様に単純マ トリックスで制御可能な点が大面
積化に向いている。
③負性電子親和力
電子の伝導帯(電子が走行できるエネルギ一帯)のエネルギ 準ー位が真空の
エネルギー準位より高いこと。この場合、伝導帯に電子が注入されれば、ほと
んどエネルギーを与えなくても電子が真空中に放出されるので、冷陰極材料と
して都合がいい。多くの金属やシリコンでは伝導帯のエネルギー準位は真空よ
り低い。
スプレイの有力な候補のーっとし はダイヤモンドの負性親和力にあ 歩は見られなかったが、ソニーは
スピント型電子源を用いたFED
(高電圧型、アノード電圧6kV)
の緑と赤の蛍光体の劣化機構とそ
の対策についてについて発表し
た。これで、 FEDの蛍光体の寿
命の問題はほぼ解決したと考えら
れる。
て注目されている。一方で、性能 ると言われていた。しかし、今回
と生産性・コストカず両立する微小 の発表で電子放出が起こっていた
冷陰極製造技術が確立されていな
い点が実用化への最大の問題点で
ある。現在、主に、金属やシリコ
ンを突起状に加工する方法(スピ
ント型)、金属やシリコンの微粒
子を使用する方法、ダイヤモンド
などの炭素系薄膜を使用する方
法、カーボンナノチューブをイ吏用
する方式の4種類が冷陰極製造技
術として研究開発されている。
本会議では、まず基礎的な分野
で、興味深い結果が報告された。
その一つは、表面が負性電子親和
力③となるため、良好な陰極材料
となると期待されてきたダイヤモ
ンドについてである。undoped
(不純物を注入していない)で結
晶性の良いダイヤモンド自体から
の電子放出はほとんど起こらない
という発表が相次いだ。これまで
絶縁体であるundopedのダイヤモ
ンドから電子が良好に放出すると
いう報告がかなりあり、その原因
のは、多結晶ダイヤモンドに含ま
れるグラファイ卜層などの導電層
が原因であるというコンセンサス
が得られたと見て良いだろう。一
方、 ドーピングを行ったダイヤモ
ンドが示す良好な電子放出特性の
放出機構は未だ不明である。今後、
この電子放出機構の解明に向けて
の研究が期待される。
スピント型に比べ、低い放電電
圧と低コスト化を実現できる可能
性があることから、カーボンナノ
チューブを用いた電子源の研究は
活発で、膜の配向制御、ゲート構
造の製作、エミッションサイトの
制御等、数多くの発表があった。
この中では、 1本のカーボンナノ
チューブからマイク口アンペア以
上の放出電流を取ると、カーボン
ナノチューブが発熱し、熱電子も
放出されるという発表が電子放出
機構を考える上で興味深い。
FEDに関しては、飛躍的な進
また、 Samsungは、スクリーン
印刷でナノチューブ陰極を形成
し、陰極の下にゲート電極を配置
したものを報告している。陰極の
周囲にゲート電極を配置するノー
マルなタイプに比べて、大面積化
が容易で製造コストを抑えること
ができる可能性がある。
この技術も含めて、カーボンナ
ノチューブ陰極を用いたラ ンプや
ディスプレイのデモがあったが、
カーボンナノチューブを用いた
FEDは、スピント型冷陰極を用い
たFEDに比べると、放出電子の
均一性が悪く、これが画質を劣化
させている。今後画質を向上させ
る工夫が必要であると感じた。
FEDが将来の大面積ホームテ
Science & Technology Trends September 2002 7 
8 
|科学技術動向加02年9月号 |
レビジョン用ディスプレイの最も
有力な候補の一つであるというこ
とは、かなり認識されている。し
かし、 FEDの利点を生かせる高
画質なかっ大面積ディスプレイを
実現する陰極製造技術がまだな
い。今後、政策的に、陰極製造技
術を開発するプロジェクトを推進
すべきだと思う。その際、ディス
プレイおよび力一ソド研究者が主
体となり、材料研究者と密接に連
携して研究できる組織ができれ
ば，FEDの利点を最大に生かせる
陰極の開発は可能になると考えて
いる。(東北大学三村秀典氏
の投稿より)
固超伝導を用いた量子コ
ンビュータ素子の開発
米国で開催された超伝導応用会
i義(8 月 5 日 ~8 月 9 日:ヒュー
ストン)において、超伝導を用い
する素子である超伝導量子ビット
の実現には、微小ジョセフソン接
合③を用いる方法と SQUID③を用
いる方法がある。前者は電荷量子
ビットと呼ばれ、後者は磁束量子
ビットと呼ばれる。超伝導を用い
た場合には数十μm程度の長距離
にわたって、量子力学的相互作用
(コヒーレンス)を実現すること
が出来る。このいわゆる巨視的量
子効果は他の量子素子にはない超
伝導の大きな利点、であり、多くの
素子を組み合わせて量子コンビュ
ータを実現する際の配線の問題の
解決を可能にする。
一方超伝導量子ピットでは(他
の量子ピットでも同じだが)、取
り扱うエネルギーが小さいため、
熱雑音による量子ビッ卜間のコヒ
ーレンスの揺らぎ(デコヒーレン
ス)をいかに小さくし、計算が終
了するまでの時間(数マイクロ秒
程度)、コヒーレンスを保っかが
超伝導量子ビットの実現方法に
ついては、種々の方式が提案され
ており、まだ本命が決定している
わけではない。コヒーレンスを長
時間保ち、多ピットへの展開が容
易な方法を研究している段階であ
る。現在は1ピットの量子状態の
観測と制御に重点がおかれてお
り、この点に関しては大きな進展
が得られていた。また、前記の
NISTのように、 2ピット状;態を
実現する試みや、多ピット化への
取り組みも始まっており、今後の
進展が期待できる。
国内では中村泰信 (NEC基
礎研)、薬兆申 (CREST-JST/ 
現在はNEC)等が、数年前に世
界で初めて微小ジョセフソン接合
を用いた量子ビッ ト(電荷量子ピ
ット)の実現と量子状態の制御に
成功している。この研究は理研と
NECで継続されており、世界的
にも注目されている。また、磁束
た量子コンピュータ素子の開発に 重要な課題となっている。この間 量子ビットに関しては国内では
関する発表がなされた。近年注目 題を解決するため種々の方法が提 NTT基礎研(高柳 英明等)が
されている量子コンビュータ④を 案されている。今回の会議では米 既に量子状態の観測に成功してい
実現するための素子を、超伝導状 国NISTのJ.M. Martinisが発表し る。しかし、超伝導量子ビットの
態で出現する量子化現象(磁束の た、比較的大きなジョセフソン接 研究は開始されてまだ数年しか経
量子化、及びエネルギーの量子化) 合 (10μm角程度)とキャパシタ っておらず、まだ数年は基礎的な
を用いて実現しようとする研究で ンスを組み合わせた方法が注目さ 研究が中心になると思われるた
あり、米国及び欧州を中心に積極 れた。発表者はこの方式により数 め、長期的なサポー卜が必要であ
的になされている。 マイク口秒程度のコヒーレンス時 ろう。(九州大学 円福敬二氏)
超電導量子コンビュータを構成 聞が実現出来ると見積もっている。
周 言書 説明
④量子コンビュー タ
現在のコンピュータと異なり各ビットが量子力学に基づいて動作するコンビ
ュータ。スーパーコンピュータで数億年かかるようなある種の問題(大きな数
の素因数分解等)を数秒で計算できる可能性があり、注目されている。
⑤ジョセヲソン接合
2つの超伝導体の聞に数nmの絶縁体や金属の層をはさんだもの。接合に流
す電流がある量を超えると接合部で超伝導状態が破れ電圧が発生する。この特
性を使って超高速・超低消費電力のスイッチング素子を構成できる。また、
SQUIDなどの超電導素子の構成要素として重要。
⑥SQUID (超電導量子干渉素子)
1つあるいは 2つのジョセフソン接合を超電導ループに設けた磁気デバイ
ス。このループに加えられる最大超電導電流値は、ループの中に閉じこめられ
た磁束により変化する。非常に微弱な磁気に応答する特性を使い、 超高感度磁
気センサとして用いられる。
穣境分野
回衛星で収集された海氷
などのデータの評価分
析が進展
東海大学情報技術センターの中
山雅茂氏らのグループは、マイク
口波センサーの観測データから海
氷の厚さを分類する手法を新たに
開発し、日本リモートセンシング
学会誌で発表した。海洋一海氷一
大気間での熱収支を考えたとき、
薄氷(厚さ 40cmまで)は厚氷
(厚さ40cm以上)の10倍以上の
熱輸送量をもつため、気候モデル
の精度を上げるには薄氷域の検出
が重要である。今回開発された手
法では、厚さ 40cm以下の薄氷と
それ以上の厚氷を自動的に分類す
ることが出来る上に、薄氷の厚さ
の海氷分布も検知できる。このた
め、温暖化と海氷分布の変動の関
連性を調査する場合、海氷と海水
面の割合を区別する従来のアルゴ
リズムにくらべて一段と進歩した
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手法となる。今回開発された手法 基地から打ち上げた衛星AQUAに
を北極海に適用し、1987年から はマイク口波センサー (AMSR司E)
2001年までの薄氷域と厚氷域の経 カず搭載されており、 8月8日に開
年変化を調べたところ、薄氷域は 催されたNASA. NASDA AMSR 
一年に3.7万平方キロメートルの
増加、厚氷域は一年に4.7万平方
キロメートルの減少があると評価
された。この見積もりは従来のア
ルゴリズムで求めた北極海の海氷
面積の減少率に比べて大きい。北
極海での海氷分布面積の減少はア
ルベド①効果の低下をもたらし、
温暖化をさらに加速させる。現在
の温暖化予測は今世紀末に北極海
から海氷が完全に姿を消す可能性
を指摘しているが、今回の評価は
いつ北極海から海氷が消滅するか
の予測に影響を与えるものである。
また、 NASAカま5月4日にカリ
フォルニアのパンデンバーグ空軍
Joint meetingにおいて、 AMSR-E
による初期観測結果が報告され
た。今後の本格的な解析作業によ
り、今までの衛星マイクロ波セン
サーにはなかった 6GH z帯での
観測を含め、 85GHzまでの6周
波数帯での観測データから、海面
上で、の水蒸気量および雲水量、海
面温度、 海上風速、土壌水分量、
海氷密接度と海氷表面温度、積雪
水量が数日ごとに地球規模で把握
できると期待されている。このう
ちの海氷観測データの評価分析に
ついて、今回開発された海氷の厚
さを分類する手法が大きく貢献す
るものと期待されている。
周言喜重見聞
①アルベド
一般には入射光の強さに対する反射光の強さの比を指す。 この場合、地表面
が反射した太陽エネルギーの割合。
ナノテク・材料分野
困地上で初めて卵型構造
金属粉体の作製に成功
東北大学未来科学技術共同研究
センターの石田清仁教授、大学院
工学研究科の貝沼亮介助教授、王
翠拝博士らのグループは、地上で
初めて、卵の黄身と自身のように
内側と外側の組成が異なる2層あ
るいは3層から成る卵型構造金属
粉末(同心球状金属粉体)を作製
する事に成功した。(Science，vol. 
297， pp.990-993 (9 AUGUST 2002) 
に掲載)
これは水と油の様に液体でお互
いに混じり合わない系に適用でき 銅)との間の表面張力が温度によ
るもので、例えば液体状態で分離 って大きく変化する場合であり、
傾向を示す鉄ー銅合金の場合、滴 この点が卵型構造出現の原因であ
下中に高圧ガスを噴射し霧状にす る。すなわち粉体粒子が冷却する
るという手法を用い、極めて高速 時に内部と表面との聞に温度差カず
で冷却(1000~ 10000 oc/秒の温 生じるが、そのために表面付近と
度低下に相当)すると、数10か 内部とで液体の表面張力の大きさ
ら数100ミクロンの大きさで卵型
粉体が形成されることがわかっ
た。これまで、このような構造は
無重力状態の宇宙実験で得られて
いたが、地上の重力下でも形成さ
れる事を初めて実証する とともに
そのメカニズムを解明した。
この卵型構造が出現するのは、
分離する二つの液体(例えば鉄と
に差ができ、その力によって高温
の中心方向へと液体の一方のみが
流動し卵型構造に相分離するため
である。これはマランゴニ効果と
呼ばれる液体の相分離現象と基本
的に同一である。今回実験を行っ
た鉄と銅の液体状態でこのマラン
ゴニ効果を計算すると 100ミクロ
ンの間に 1000Cの温度差があれ
S山 TechnologyTre 
|科学技術動向 2002年9月号|
ば、直径10ミクロンの液滴はた ス製造プロセスで強磁性体材料を 条件においても、この効果を発現
った0.002秒でその距離を移動出 用いなければならないこと、など するTMR素子を作ることができ
来る事が分かつた。 の根本的な問題を回避できない。 なかった。鈴木氏らのグループは、
このような卵型構造は金属だけ これに対し、仮に、情報記録機能 非磁性金属である銅と強磁性金属
でなく、セラミックスや高分子等 と読み出し機能を併せ持つ素子 であるコバルトの単結晶ナノ積層
他の材料でも十分生成され得るの (スピン・トランジスタ)を形成 構造上に、 トンネル障壁である酸
で、従来無かった種類の新機能材 できれば、半導体トランジスタを 化アルミニウムと強磁性電極のパ
料の開発が期待される。 必要としない新型の不揮発性メモ ーマロイ合金を積層した構造を形
リや新規の不揮発性論理デバイス 成し、スピン偏極共鳴トンネル効
図室温で動作するスピン・ が可能になる。 果を室温で発現させることに成功
トランジスタの可能性 このたび、独立行政法人産業技 した (Science，vol. 297， pp.234-237 
が原理的に示された 術総合研究所の鈴木義茂氏らの研 (12 JULY 2002)に掲載)。研究の
究グループは、スピンイ肩車霊共鳴卜 ポイントは、極めて良質な単結晶
電源を落としても情報が消えな ンネル効果という現象が室温で発 ナノ構造の電極を作製する技術に
い不揮発性メモリのーっとして、 現する新しい磁気抵抗素子構造を より、電子スピンの散乱を画期的
磁気抵抗効果を用いる MRAM 開発した。ス ピン偏極共鳴トンネ に減らすことに成功した点である。
(Magnetic Random Access Mem- ル効果とは、 TMR素子の電極の 今回の研究成果により、室温で
ory)デバイスが提案されている。 中に、幾つかの離散的なエネルギ 重力イ乍するスピン・トランジスタの
これまで提案されているMRAM ーを持つ電子スピン状態を生成さ 可能性が原理的に示された。この
の動作原理は、微小な強磁性体セ せると磁気抵抗が大きな変化を起 研究をさらに発展させてニ端子素
ルに情報を記録して、半導体素子 こすという現象である。半導体で 子の構造を作製できれば、情報記
で読み出す機構であるため、シリ は類似の効果が実証されているた 録機能と読み出し機能を併せ持つ
コンの LSI上に磁気抵抗素子 め、強磁性金属においてもナノス スピン・トランジスタが実現でき
(TMR素子)を作製する必要があ ケールの薄膜中に電子スピンを閉 ると考えられる。なお、この研究
る。したがって、原理的にTMR じ込めることによって、半導体ト は、産業技術総合研究所と科学技
素子よりも大きい半導体トランジ ランジスタのような動作ができる 術振興事業団の共同研究契約に基
スタに集積度が限定されてしまう だろうと期待されていたが、これ づく、戦略的創造研究推進事業の
こと、不純物を嫌う半導体デパイ まで室温はもちろんのこと極低温 一貫として行なわれている。
エネルギー分野
車排ガス規制をガソリン車、ディ ポジウムでは、全世界の規格設定
田省エネ・環境性を追求した ーゼル車ともに強化し、ディーゼ 母体から示された人体安全制約を
自動車用電源の42V化への ル車の燃費規制も開始するほか、 考慮して電源電圧が直流42Vに決
動きが活発化 2010年導入予定のガソリン車の燃 定されたこと、電源電圧の高電圧
費規制についても、早期達成が求 化によって、始動機・発電機がー
近年の自動車は、車両の安全性 められている。欧州についても同 体となったモータジェネレー夕、
や快適性、利便性の追求による車 様に、 2005年導入予定のEUR04、 電磁駆動弁、電動ブレーキといっ
載電気システムが増加 ・複雑化し またEUR04以降もさらなる強化 た燃費向上につながる機器の導入
ており、現状の14V※電源システ 規制が導入される計画がある。こ が可能となることなどが報告され
ムのままでは電源容量の限界が見 れらの解決策のーっとして、最近、 た。こうした電動化の進んだ自動
え始めている。我が国のエネルギ 自動車業界では自動車の電源電圧 車は、機器構成の簡素化・軽量化
一消費の25%は、運輸部門が占め を42V※化する動きを活発化して が可能となること、減速時のエネ
ており、その中でも自動車の占め いる。 ルギーをバッテリに蓄える工ネル
る割合は85%と、省エネに向け、 今年8月聞かれた電気学会産業 ギ一回生機能を容易に付加できる
燃費に優れた車両の開発が自動車 応用部門大会では、 「自動車電源 ことなどの理由から、大幅な燃費
業界の最重要課題となっている。 の42V化に関する諸問題Jと題す 向上とともに排ガスの抑制による
また、日本では、 2005年に自動 るシンポジウムがイ崖された。シン 環境負荷の低減が期待される。こ
10 
うした期待を表すように、 42V化
に必要な関連機器の材料開発から
制御機構など多岐にわたる報告が
なされ、さらに国際的規格化
(ISO等)を進めている状況も示
された。また、参加する自動車メ
ーカからは、今後の戦略に関して
活発な議論が交わされ、 42V化し
たバッテリと燃料電池とのハイブ
リッド化等、今後42V化を推進す
ることで、さらなる環境負荷低減
自動車を世に送り出すという各社
の姿勢が打ち出された。
42V化の最大の課題は、現在の
ところ低コスト化であり、 電力変
換素子等を始めとした材料開発
や、多くの関連技術(機器、制御
技術等)の技術進展が不可欠であ
る。国内のメーカで一部実用化が
されているものの、今後、世界的
にも環境規制が一層厳しさを増し
ていく中で、省エネ、ひいては環
境負荷低減が期待される自動車用
電源、42V化技術の着実な進展が望
まれる。
-ー・・ー・・ーー・ー・・・・ー・・・ー・ー ・ ・ーー・・ー・ー・ーー ・ーー・ー・・ー，・
j注(※)14V (42V)は、車両電気.
システム動作中の回路電圧公称値
であり、使用バッテリは12V(36V) 
である。
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図エネルギーの外部性
評価研究がスタート
エネルギーシステムは、市場的
製造技術分野
回イオン性液体膜による
有機化合物の分離の可
能性が示された
な意昧での経済性のみならず、外
部性、すなわち気候変動や大気汚
染等などの環境・健康影響、工ネ
ルギーセキュリティ、社会的受容
性等も含め、社会が負う様々な損
失や受ける便益面から総合的に評
価することが重要である。欧米で
は、 1980年代末からこのような外
部性評価研究が重視されてきた
が、わが国での取り組みは大きく
立ち遅れている。
このような状況の下、日本原子
力学会は 「原子力エネルギーの外
部性研究専門委員会」を設立した。
本委員会は、約50名の産官学の
研究者からなり、社会のエネルギ
一選択や研究開発評価における適
切な意思形成支援のための、わが
国独自のエネルギ一外部性等の統
合評価に向けた新たな概念枠組み
を構築することを目標としてい
る。原子力の研究者を多く擁する
原子力学会の取り組みとして、高
速炉サイ クルや核融合など未来型
のエネルギーも対象に含め、エネ
ルギ一安全保障や研究開発プロジ
ェクトの評価も視野に入れた取り
組みを展開していく。
7月19日に開催された第1回会
合では、 主査の伊東慶四郎氏 (政
策科学研究所)から欧州委員会の
ExternEプロジェクトにおける環
境外部性評価の方法論、エネルギ
一安全保障や研究開発評価の枠組
みに関する基調講演が行われ、特
に広域大気汚染による健康影響等
混合物の場合は蒸留分離が難し
く、融点の差を利用した深冷分離
法、吸着力の差を利用した吸着分
離法等が採用されるが、これらは
何れもコストが高いなどの問題が
有機化合物の混合物から目的と あり、より低コストな分離法の開
する化合物を分離するには、通常 発が望まれている。
沸点差を利用した蒸留法により行 ポルトガルのリスボン新大学の
われる。沸点カf近い有機化合物の C. A.M. Afonso教授らは、多孔性
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を解析するシステムモデル開発の
重要性が指摘された。また、 産業
技術総合研究所の岸本充生氏は、
大気汚染の健康影響の定量評価及
び金銭評価の現状と課題に関する
調査報告を行った。さらに、原子
力安全委員会の松原純子氏は、地
球環境問題など複雑で不確定性の
大きい問題の拡大に伴い、従来の
分化した応用科学や技術的専門性
の限界を踏まえ、今後はむしろ関
係者との対話の中で、問題解決型
のi府眼的で流動的なリスク管理を
指向するポスト ・ノーマル・サイ
エンスという考え方の重要性を提
起した。
エネルギーシステムの外部性は
環境と社会に対する正負両面の効
果を含み、地域や社会によっても
大きく異なるため、我が国独自の
評価が望まれる。今日、わが国の
エネルギー問題は、市場原理と環
境保全との調和、エネルギー特別
会計のグリーン化、研究開発の評
価と国際協力、参加型政策形成の
支援といった様々な観点から論じ
られている。このような状況にお
いて、エネルギ一外部性の統合的
な評価概念枠組みの形成や評価シ
ステムの研究開発、その適切な杜
会的意思形成への適用は、わが国
のエネルギー・環境政策の形成に
役立つばかりでなく、社会への説
明責任を果たす上でも不可欠なも
のと考えられる。
の高分子膜の細孔にイオン性液体
を固定化したイオン性液体膜によ
り、沸点の近い有機アミン混合物
の分離の可能性が示されたと発表
した。(Angew.Chem.I nt.Ed.， 41， 
2771 (2002)) 
イオン性液体は、最近になって
見出された常温で液体の有機塩
で、沸点が非常に高く、また種類
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により親水性或いは疎水性を示す 一方にジイソプロピルアミン た、この分離性能は14日間の連
などの特徴を有し、反応溶媒等へ (DIPA、沸点840C)とトリエチ 続運転でも変化が無かったとのこ
の利用が期待されている。同教授 ルアミン (TEA、沸点890C)の とである。同教授らはDIPAの方
らは、親水性のイオン性液体であ 等モル混合物を、他方にジエチル がTEAより上記イオン性液体に
る1-ブチル 3 メチルイミダ エーテルを入れ、イオン性液体膜 対し親和性が高い為としている。
ゾリウムヘキサフルオロフォスフ を通ってジエチルエーテル側に出 本研究は未だ初期の段階であ
ェートを多孔性高分子(ポリフッ てくるアミンの組成を調べたとこ り、工業化の為には分離性能の向
化ピニリデン)膜の細孔に固定し ろ、 DIPA80%、TEA20%という 上など更に検討すべき課題カ官、多い
て親水性のイオン性液体膜を調製 値を示し、本イオン性液体膜が分 が、低コストの分離法となる可能
したO この膜で仕切られた容器の 離性能を示すことが分かつた。ま 性があり、今後の展開に期待したい。
祉会基盤分野
解析により、 1944年に発生した東 また、反射波形の解析結果から
回東南海地震に関係した 南海地震に関係したと見られる深 は断層に沿って流体圧の上昇が認
とみられる分岐断層の 海底深部の分岐断層の形状を明ら められるが、この断層が海底面に
形状が明らかにされた かにしたものである。 現れる付近では、潜航調査により
この分岐断層は南海トラフから 冷湧水の存在を示す生物コロニー
東南海地震 ・南海地震は今世紀 50~55km 陸側に位置する地点 が発見されており、これらのこと
前半に発生する可能性が高く、近 で、深海底より深さ 10km付近の から断層に沿う流体の存在が考え
時、中央防災会議においても専門 プレート境界から海底面に向けて られる。このような流体の存在に
調査会が設置されるなど、監視の 派生している。その断層は陸側へ より鉱物の形成が促進され、断層
ための体制が強化されている。こ 傾斜している逆断層で、その傾斜 の固着とすべりというサイクルが
のほど、この東南海地震に関する は断層が深部から海底面に近づく 生じた可能性がある。
プレート境界面から分岐している につれ急傾斜になっている。また、 地震発生時には、沈み込むプレ
断層の構造を、海洋科学技術セン 断層の陸側には外縁隆起帯が形成 ートの上面でのすべりに伴って、
タ一 国体地球統合フロンティア されており、反射波解析から前弧 プレート境界から派生する分岐断
研究システムの金田義行らのグル 盆の南海トラフ側では堆積物が陸 層も活動した。そして、分岐断層
ープが明らかにしたとScience(8 側に向けて傾斜していることか に沿うすべりが海底面まで伝播す
月16日 voL297. pp.l157-1160)に ら、外縁隆起帯は継続的に隆起し ることによって、巨大な津波が発
発表した。 たと考えられる。これは、分岐断 生したと見られ、分岐断層は沈み
これは、 2001年に行なった熊野 層の活動により上盤側が持ち上げ 込むプレートとともに巨大地震発
灘沖の南海トラフにおけるマルチ られることにより、外縁隆起帯が 生のメカニズム上、大きな役割を
チャンネル反射法探査のデータの 形成されたことを示している。 果たしていると考えられる。
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